
　

児
童
虐
待
は
、
保
護
者
が
子

ど
も
の
体
や
心
を
傷
つ
け
、
心

身
の
健
や
か
な
成
長
に
重
大
な

影
響
を
与
え
る
深
刻
な
人
権
侵

害
で
す
。

　

湖
南
市
が
把
握
し
て
い
る

虐
待
を
受
け
た
児
童
数
は
、
平

成
28

年
度
３
９
６
人
で
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
内
訳
と
し

て
は
心
理
的
虐
待
が
一
番
多

く
、次
に
ネ
グ
レ
ク
ト（
育
児
放

棄
）
、
身
体
的
虐
待
、
性
的
虐
待

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
た
す
け
て
！
」
の
サ
イ
ン
を
見

逃
さ
な
い
で

　

児
童
虐
待
は
多
く
の
場
合
、

子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
「
た
す

け
て
サ
イ
ン
」
が
発
信
さ
れ
て

い
ま
す
。

<
子
ど
も
か
ら
サ
イ
ン
の
例>

・
頻
繁
に
長
時
間
泣
き
叫
ぶ

・
不
自
然
な
あ
ざ
・
や
け
ど
、打

撲
が
あ
る

・
衣
類
や
身
体
が
極
端
に
不
潔

<

保
護
者
か
ら
サ
イ
ン
の
例>

・
イ
ラ
イ
ラ
し
、
子
ど
も
を
大

声
で
怒
鳴
る

・
子
ど
も
の
話
を
聞
か
ず
、
親

の
一
方
的
な
考
え
を
押
し
付

け
る

・
表
情
が
な
く
、活
気
が
な
い

　

こ
れ
ら
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

ず
、「
虐
待
か
も
」「
心
配
だ
」
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
子
ど
も
の
安
全
を
最
優

先
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
支
援
し
ま
す
。内
容
、連
絡

者
な
ど
に
関
す
る
情
報
に
つ
い

て
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
し
、
虐

待
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
連

絡
し
た
人
が
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
（
匿
名
で

の
連
絡
も
可
）。

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
へ

　

子
育
て
は
喜
び
や
楽
し
み
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ

ん
が
ど
う
し
て
も
泣
き
や
ま
な

く
て
、
辛
く
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、子
ど
も

の
成
長
過
程
で
は
、
イ
ヤ
イ
ヤ

期
や
思
春
期
な
ど
も
あ
り
ま

す
。子
育
て
に
つ
い
て
、ひ
と
り

で
苦
し
み
、
悩
み
を
抱
え
な
い

で
、
家
族
や
友
達
な
ど
身
近
な

人
や
、次
の
相
談
・
連
絡
先
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
子

ス
ト
ッ
プ
児
童
虐
待

～
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
～

人

シ

ー

権

リ

ズ

育
て
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

相
談
・
連
絡
先

・
子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相

談
室〔
東
庁
舎
〕

　

☎
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●

２
３
４
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72
●

３
７
８
８

・
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
７
７
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５
６
２
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１
１
２
１

　

０
７
７
●

５
６
５
●

７
２
３
５

★
夜
間
・
休
日
な
ど
24

時
間
対

応
ダ
イ
ヤ
ル

・
県
児
童
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎

０
７
７
●

５
６
２
●

８
９
９
６

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
（
い

ち
は
や
く
）（
所
轄
の
児
童
相

談
所
に
転
送
し
ま
す
。）

《
今
月
は
子
育
て
支
援
課
が
担

当
し
ま
し
た
。》

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
は
、
子

ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

■対象世帯　

　次の①～⑥の全てに当てはまる世帯

① 平成29年１月31日～平成30年２月28日までに婚

姻届を提出し受理されていること

② 平成28年中の夫婦の所得を合算した金額が340

万円未満である世帯（貸与型奨学金の返済を

行っている場合は、世帯所得から貸与型奨学金

の年間返済額を控除した金額）

③ 平成29年１月１日～平成30年２月28日までの間

に結婚を機に市内にある住居を新たに購入・賃

借し、その購入・賃借した住居の住所に転入（転

居）届を提出し受理されていること

④市の公的制度による家賃補助を受けていないこと

⑤過去にこの制度に基づく補助を受けていないこと

⑥市税を滞納していないこと

■補助額　

　１世帯あたり18万円を上限

■対象経費　

【住居費】 物件の購入費、賃料、敷金、礼金、共益費、

仲介手数料

【引越し費用】引越し業者や運送業者に支払った実費

※ 予算がなくなり次第、受付を終了します。詳しく

は市ホームページをご覧になるか、問へお尋ね

ください。

　市では、新婚世帯の新居の住居費・引越し

費用の補助を行います。
問地域創生推進課〔東庁舎〕　☎71 ● 2316　 72 ● 2000

結婚新生活支援事業

 新婚さんの新生活を応援します

申請は2月15日木までに
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